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Shinzo Hayase
I conducted the field researches on “Davao Frontier History̶Focusing on the Relations between 
Japanese Manila hemp cultivators and the Bagobo tribal people on 20 January‒1 March and 25 April‒13 
May 1982, 10‒30 December 1984, and 19 March‒27 July 1985 in Davao, southeastern Mindanao, the 
Philippines.
This paper first introduces the changes of the Japanese cemeteries in Davao from 1980s to today (29 
January 2020). Next, from the researches conducted in various places of Japan such as Okinawa as well as 
Davao in the first half of the 1980s, I would like to tell about what I couldn’t write at that time, and there 
are things I can’t write (I don’t understand) even now. And finally, I would like to clarify the reading of 
the names of Hiroji Kamohara (popularly known as Koji Kanbara) and Gizo Furukawa (popularly known 
as Yoshizo Furukawa), who are the authors of the two most important books on “History of Davao” writ-
ten by Davao residents before the war.
〈はじめに〉
1982年 1月 20日～3月 1日，4月 25日～5月 13日，84年 12月 10～30日，85年 3月 19日～7
月 27日に，南部ミンダナオ島東南部のダバオなどフィリピンで，「ダバオ・フロンティア史―日本人
マニラ麻栽培者とバゴボ族との関係を中心として」という題目で現地調査をおこなった。最初の
1982年の調査は 84年 5月にマードック大学（西オーストラリア州）に提出した博士論文（“Tribes, 
Settlers, and Administrators on a Frontier: Economic Development and Social Change in Davao, 








人民軍（NPA: New People’s Army）や，イスラーム教徒の自治・分離独立を訴えるモロ・イスラー
ム解放戦線（MILF: Moro Islamic Liberation Front）などによる反政府活動が，ダバオ周辺で活発に
なった。80年代には，農産物の市場価格が下落してダバオ経済が不振になり，犯罪が横行し貧困者
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使館やダバオ市長，のちに大統領になるドゥテルテ（Rodrigo Roa Duterte, 1945年‒）の名が刻まれ
ている。その変化が，なにを意味するのか，40年間近く，断続的にダバオをみてきた者として書く
必要を感じた。










報」『ダバオ』No. 32（1983年 9月 1日，59‒65頁）に掲載した。85年におこなった補足調査でわかっ
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写真 2.　建立当時（1985年）の「福島の塔」と「沖縄の塔」［ダバオ会，1988年，360頁］































発足後の「フィリピン日系人友の会」の活動は，『日比友の会新聞』第 1号（1984年 3月 1日）お





1984年 8月 19日に「フィリピン日系人友の会」の平原会長ら理事 5名を含む 29名が成田空港から 5
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系人会」は 1980年 5月 10日に 4支部，3,000人以上をもって設立され，“PARTIAL LIST OF NESEI 




















後 60年　慰霊碑巡礼第 1部ダバオ・セブ編」（2005年 1月 2‒6日）からわかる。
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「ダバオ・フロンティア史」にかんする現地調査（1982‒85年）再訪
写真 4.　「ダリアオン収容所内戦没者　供養之塔」［ダバオ会，1988年，359頁］
写真 5.　「ダリアオン収容所内戦没者　供養之塔」（2020年 1月 29日筆者撮影）
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写真 6.　在留先亡同胞霊塔（2020年 1月 29日筆者撮影）
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「ダバオ・フロンティア史」にかんする現地調査（1982‒85年）再訪
（2） （正面）「三□人先亡者慰霊□」  
（右側面）「紀元二千六百年記念」  
（左側面）□□□三州人会建之
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写真 8.　左が「福島の塔」，右が先亡日本人供養之塔（2020年 1月 29日筆者撮影）
（4） （正面）「先亡日本人供養之塔」  
（裏面）「一九九五年三月建立　在比日本国大使館」
（5）（正面）「沖縄の塔」「一九九七年七月三十日□□　沖縄県知事大田昌秀」
写真 9.　「沖縄の塔」（2020年 1月 29日筆者撮影）










香川　勇　KAGAWA ISAMU ISAME MAING　　Feb. 8, 1934‒Aug 1, 1993
村上　ハル子　MURAKAMI HARUKO MARIA OBEDENCIA　　Sept. 15, 1938‒July 25, 2004
［一部はっきりしないものがある］





（正面台座左）「“Every human being is my brother, my sister, my child . . .” Rodrigo R. Duterte」
（正面台座右）「人類は皆家族　ロドリゴ　R　ドゥテルテ」
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写真 11.　「無憂」の碑。後ろに納骨堂（2020年 1月 29日筆者撮影）























写真 13.　太田恭三郎記念碑（2020年 1月 29日筆者撮影） 写真 14.　フィリピン国家歴史研究所が設置した
歴史説明板（2020年 1月 29日筆者撮影）
̶     ̶





















性の日本国民の妻は 4,442人，かれらの子どもは男 4,663人，女 4,289人，計 8,952人で，フィリピ
ン公民（citizen）の妻は 874人，かれらのあいだに生まれた子どもで日本国民と報告された者は男
385人，女 355人，計 740人，フィリピン公民と報告された者は男 839人，女 779人，計 1,618人だっ
た。そのうちダバオは，日本国民の妻 3,007人，その子どもは男 3,328人，女 3,043人，計 6,371人で，
フィリピン公民の妻は 269人，その子どもは日本国民と報告された男 135人，女 132人，計 267人，
フィリピン公民と報告された男 262人，女 225人，計 487人だった。フィリピン公民と報告された
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えられる（日本の本籍地はない）。総計では男 1万 2,100人（男女比 62.9％），女 7,133人，合計 1万
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「ダバオ・フロンティア史」にかんする現地調査（1982‒85年）再訪
大正・昭和期の実業家　フィリピン・ダバオの開拓者
生年　明治 21（1888）年 6月 15日
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Davao Nikkei-Jin Kai, DAVAO NIKKEI-JIN KAI: SOUVENIR PROGRAM, 10 May 1980.
日外アソシエーツ編『20世紀日本人名事典』2004年。
日外アソシエーツ編『日本人物レファレンス事典　商人・実業家・経営者篇』2017年。
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資料
ダバオ会の会報『ダバオ』No. 32（1983年 9月 1日，59‒65頁）に掲載された「ダバオの日本人
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「第１話：ダバオ邦人移民の起源」 No. 32（1983年 9月 1日）pp. 75‒78．
「第２話： ベンゲット道路工事とダバオ邦人移民」No. 33（1984年 3月 1日）pp. 86‒89.
『Filipica』（フィリピンに学ぶ会）第 19号（1985年 10月）pp. 24-28に転載。
「第３話：太田恭三郎と太田興業株式会社の設立」 No. 34（1984年 9月 1日）pp. 68‒71.
「第４話：マニラ麻とダバオ」 No. 35（1985年 3月 1日）pp. 60‒63．
「第５話：ダバオとアメリカ製鋼業界」 No. 36（1985年 9月 1日）pp. 56‒59．
「第６話：バゴボ族」 No. 38（1986年 8月 1日）pp. 68‒71．
「ダバオ行き渡航者名簿Ⅰ（明治 43～44年）―外務省外交史料館文書『移民取扱人ヲ経由セル海外
渡航者名簿』より」『ダバオ』No. 46（1990年 9月 1日）pp. 49‒53. 
「ダバオ行き渡航者名簿Ⅱ（明治 45／大正元年）―外務省外交史料館文書『移民取扱人ヲ経由セル
海外渡航者名簿』より」『ダバオ』No. 47(1991年 3月 1日）pp. 127‒33.
